
2022年の『ユリシーズ』第1回　第4挿話：Calypso 
✤ はじめに

①店内禁煙・喫煙場所について
②会場内での写真撮影とSNSの掲載について
③参加費用途と懇親会について

第1部　『ユリシーズ』とダブリンの読み方
【休憩】
第2部　第4挿話 前半部 （101-11頁）
【休憩】
第3部　第4挿話 後半部（111-24頁）

　　　
懇親会：17:00~19:00　（階下「ガリバー」にて）　



✤ 配布資料
①ポストカード　
②領収書兼名札（記名の上、折って机の上においてください。懇親会では二つ折りにしてカード
ホルダーに入れてご使用ください）　
③カードホルダー（お帰りの際に、こちらにお戻しください）
④『ユリシーズを燃やせ』のためのブックガイド（小林広直）＋⑤書評『ユリシーズを燃やせの
ためのブックガイド』（小林広直）

三月うさぎ（兄）「『ユリシーズ』を燃やせ」推薦文 

第3回日本翻訳大賞 推薦作品リストhttps://

besttranslationaward.wordpress.com/category/推薦/   

2017年1月7日.



✤ ヴァージニア・ウルフによる『ユリシーズ』の読書

出典： The Diary of Virginia Woolf, 5 vols., ed. Anne Olivier Bell and Andrew McNeillie 

(London: Hogarth Press, 1977-1984).

I . . . have been amused, stimulated, charmed interested by the 
first 2 or 3 chapters–to the end of the Cemetery scene; & then 
puzzled,  bored,  irritated,  &  disillusioned  as  by  a  queasy 
undergraduate  scratching his  pimples.  And Tom, great  Tom, 
thinks this on a par with War & Peace! An illiterate, underbred 
book it seems to me: the book of a self-taught working man, & 
we all know how distressing they are, how egotistic, insistent, 
raw,  striking,  &  ultimately  nauseating.  When  one  can  have 
cooked flesh, why have the raw? But I think if you are anaemic, 
as Tom is, there is glory in blood. Being fairly normal myself I 
am soon ready for the classics again. I may revise this later. I do 
not compromise my critical sagacity. I plant a stick in the ground 
to mark page 200. (D 2: 188-89)



✤ 3年間をかけた長い読書

『2022年のユリシーズ』読書会予定表

第1回 2019年6月16日 第4挿話　カリュプソー Book II. Odyssey initial  style

第2回 2019年8月25日 第1挿話　テレマコス  Book I. Telemachia initial  style

第3回 2019年10月 第2挿話　ネストル  Book I. Telemachia initial  style

第4回 2019年12月 第3挿話　プロテウス  Book I. Telemachia initial  style

第5回 2020年2月 第5挿話　食蓮人たち Book II. Odyssey initial  style

第6回 2019年4月 第6挿話　ハデス Book II. Odyssey initial  style

第7回 2020年6月 第7挿話　アイオロス Book II. Odyssey
第8回 2020年8月 第8挿話　ライストリュゴネス族 Book II. Odyssey
第9回 2020年10月 第9挿話　 スキュレとカリュブディス Book II. Odyssey
第10回 2020年12月 第10挿話　さまよう岩々 Book II. Odyssey
第11回 2021年2月 第11挿話　セイレーン Book II. Odyssey
第12回 2021年4月 第12挿話　キュクロプス Book II. Odyssey
第13回 2021年6月 第13挿話　ナウシカア Book II. Odyssey
第14回 2021年8月 第14挿話　太陽神の牛 Book II. Odyssey
第15回 2021年10月 第15挿話　キルケ Book II. Odyssey
第16回 2021年12月 第16挿話　エウマイオス Book III. Nostos
第17回 2022年2月 第17挿話　イタケ Book III. Nostos
第18回 2022年4月 第18挿話　ペネロペイア Book III. Nostos

第19回 2022年6月16日　→記念イベント？



第 1 挿話　テレマコス　　　　　　　　　　　　　　　　                           08:00～08:45

第 2 挿話　ネストール　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　   09:45～10:05

第 3 挿話　プロテウス　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11:00～11:30

第 9 挿話　スキュレとカリュブディス　　　　　　　　　　　　　　           14:00~14:55

第 8 挿話　ライストリュゴネス族　　    　　　　　　　　　　　　　　       13:00～14:00

第 7 挿話　アイオロス　　　　　　　　     　　　　　　　　　　　　　   　12:00~13:00

第 13 挿話　ナウシカア　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20:00

第 6 挿話　ハーデス　　　　　　　　     　　　　　　　　　　　　　　　   11:00~11:45

第 4 挿話　カリュプソー　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  08:00～08:45

第 12 挿話　キュクロプス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　   16:40~19:45

第 11 挿話　セイレーン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　15:38~16:40

第 10挿話　さまよう岩々　　　　　　　　　　　　　　　　　                    14:00~16:00

第 15 挿話　キルケ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   0:00

第 14 挿話　太陽神の牛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   22:00

第 17 挿話　イタケ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   02:00

第 16 挿話　エウマイオス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   01:00

第 18 挿話　ペネロペイア

第 5 挿話　食蓮人たち　　　　　     　　　　　　　　　　　　　　　　      09:40~10:05



『ユリシーズ』を読むための5つの方法



✤ 『ユリシーズ』を読むための5つの方法① 意味と「？」を集める蜜蜂になる

ページ上を自由に飛び回って、好きな意味を集める。
すべてを一度で理解しようとせず、最初はとにかく
「？」を出す。誰かの「？」が別の誰かの「！」につ
ながる。

「『ユリシーズ』を読むことはできない。できるのは再読することだけだ」
Joseph Frank, “Spatial Form in Modern Literature: An Essay in Two Parts,” Sewanee Review, Vol. 53, No. 2 
(Spring, 1945), pp. 234-35.



✤ 『ユリシーズ』を読むための5つの方法① 意味と「？」を集める蜜蜂になる

出典：Rachel Murray, “Beelines: Joyce’s Apian Aesthetics,” Humanities, vol. 6, 

no. 42 (2017); doi:10.3390/h6020042, p. 2.

. . . 蜜蜂が蜜を求めるときに、豊かに繁茂する他の植物相には目も
くれず、ある特定の花をめがけて飛んでいくのにも似て、『ユリ
シーズ』の読者は1本の道を横断しながら、テクストの外に積みあ
げられた膨大な資料の山の上をぶんぶんと飛び回り、使える情報
源となる知の栄養を探し求めるのである。



✤ 『ユリシーズ』を読むための5つの方法① 意味と「？」を集める蜜蜂になる

出典：「蜜蜂であること」（ジャン・ミシェル・モルポワ『見えないものを集める
蜜蜂』網島寿秀訳、思潮社、2019年）

わたしはよく、蜜蜂が夜休まず、また冬のあいだも羽をた
たんで眠こんだりせず、蜜を求めて闇や雪の中を飛び回る
姿を思い浮かべる。花よりもさらに、何か見えないものに
惹きつけられるような蜜蜂がいるにちがいない。そのよう
な蜜蜂は満ち溢れた巣箱を去ると、未知の花粉を求めて飛
んでゆくだろう。そして野原から色も香りもなくなってし
まったならば、眠っている人間の頭のなかにまで探索をお
しすすめるだろう。（21）



✤ 『ユリシーズ』を読むための5つの方法② ダブリン行きを楽しみにする

出典：Marilyn French, The Book as the World: James Joyce’s Ulysses. New York: 

Paragon House, 1993; n.y., @fkapuhofa. Twitter, 27 Mar, 2019. 

This is why small factual details were so essential in the composition   of 
Ulysses: the recitation and repetition of place names, names of actual 
people, the actual geography of Dublin, all provide the reader with a 
firm concrete base, a sense that there is a reality similar to one’s sense of 
own  world.  .  .  .  Joyce  literally  set  out  to  create  a  replica  of  the 
world―not a metaphor for it, but a copy of it―reproducing within it all 
the coincidences, mysteries, an incertitude that pervade actual life.  The 
reader is forced to live through and suffer June 16, 1904, to encounter 
things he does not know or understand, just as he were living through a 
real day in his own life. (26)



✤ 『ユリシーズ』を読むための5つの方法③　「小さな一つ」に情熱を注ぐ

わからないところは軽やかに飛ばし、「？」をつけてお
き、『ユリシーズ』に関する「”Knowall”さん」になるこ
とをあきらめる。ただし気になる箇所はについては、蜜
蜂が花に頭をもぐりこませるように深く読みこみ、一語
単位、一文単位で徹底的な洞察を加える。

→『ユリシーズ』の文章は本質的にどれも未完で、進行中の
状態、すなわち「なま」（cf.  V.  Woolf,  ”When one can have 

cooked flesh, why have the raw?”）。情熱の火を入れて完成に
近づけるのは読者自身。



✤ 『ユリシーズ』を読むための5つの方法④　寄り道をしながら、誰かと読む。

・読書が中断しても、それを「挫折」と捉えない。
「いまは別のところを飛んでいるだけ」と考える。

・『ユリシーズ』は「1人で1冊を1回だけ読む」という
読書スタイルと相性がわるい。一人で読んだあとで、
「誰か」といっしょに読む。「誰か」と読むときにこそ、
集めた意味の味読が可能。



✤ 『ユリシーズ』を読むための5つの方法⑤　生活者として読む

出典：デクラン・カイバート『ユリシーズと我ら―日常生活の芸術』坂内正訳（水声社、
2011年）Declan Kiberd. Ulysses and Us: The Art of Everyday’s Living (Faber and Faber, 2009)

『ユリシーズ』は、普通の人々が毎日送っている生活の現実を祝福
するために書かれた。ボードレールからフローベールに至るまで、
前世紀の最も力強い作品は，単に陳腐になってしまう都市の日課の
反復性に対する著述家の公然たる抵抗が動機となって、日常生活へ
の辛辣な批評を含んでいることが多い . . . ジョイスは全く異なる方法
を取った。たった一日の詳細を記録することで、平凡な生活に潜む
驚異的な要素を解き放つことができ、ありふれたものが驚嘆すべき
ものになると信じていたのである。（24）

読者それぞれの個人の生とともに、ふだんの日常のなかで
「生活者」として読む


